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≪「輸血療法の実施に関する指針」の一部改正について≫ 

日臨技のウエブサイトに、輸血療法の実施に関する指針の一部改正について掲載されているので 

よろしくお願いします。リンク先はこちらです。 

 

 

≪延期された第６９回日本医学検査学会の日程について≫ 
 

新型コロナウイルスの影響により、第 69 回日本医学検査学会の開催は延期となり 2020 年 9

月 5日～6日に会場を千葉市の幕張メッセに移して開催の準備を始めました。今後、新型コ

ロナウイルスの感染拡大を見極め、6月末最終判断が下されます。 

ご理解とご協力の程よろしくお願い申し上げます。 

 

≪祝 安松弘光先生、瑞宝双光章受章のお知らせ ≫ 

この度、安松先生が長年の功績が認められ、令和２年春の叙勲（瑞宝双光章）を受章されました。 

誠におめでとうございます 

＜瑞宝双光章とは＞（コトバンクより引用） 

日本の勲章の一つで、瑞宝章 6つのなかで 5番目に位置する。2002 年（平成 14）8 月の閣議決定「栄典制度

の改革について」により、それまでの勲五等瑞宝章から名称が変更された。翌 2003 年 5 月の閣議決定「勲章

の授与基準」によれば、公共的な職務の複雑度、困難度、責任の程度などを評価し、職務をはたし成績をあ

げた人に対して、6 番目の瑞宝単光章以上を授与するとなっている。受章者には保護司や小・中学校長など

が多い。伝達は所管大臣が行うが、総務省および厚生労働省関係は都道府県知事が行う。 

編集・発行 一般社団法人広島県臨床検査技師会 

事務所 FAX 082-502-6031 

発行日 令和 2(2020)年 4 月 30 日 

日 

広臨技の電磁的議決権を行使

するには、広臨技ウエブサイト

の会員登録が必要です。 

令和 2 年度 広臨技定期総会 

令和 2 年 6月 13 日（土） 

http://www.hiroringi.or.jp/
http://www.jamt.or.jp/information/tuuchi/asset/pdf/0403%E8%BC%B8%E8%A1%80%E7%99%82%E6%B3%95%E3%81%AE%E5%AE%9F%E6%96%BD%E3%81%AB%E9%96%A2%E3%81%99%E3%82%8B%E6%8C%87%E9%87%9D1.pdf
https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1587694629/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly9pbGx1c3RpbWFnZS5jb20vP2lkPTk5NTE-/RS=%5eADBMy1sgyW6M2U08KFTFDoaAzySg04-;_ylt=A2RCMZGl.qBenCcADQ2U3uV7
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令和 2年 4月 16 日に令和 2 年度第 1回理事会が開催されたので報告します。 

 

日時  ２０２０年４月１６日（木） １８：３０～２０：３０ 

場所  広島 YMCA 国際文化センター本館 ４０２号会議室 

出席者 森田会長、米田副会長、三舛副会長、坂田事務局長 

    尾田部長、浅野部長、中島部長、有谿部長、難波部長 

    樫山理事、藤井理事、大塚理事、吉井理事、粟村理事、柴田理事、箕岡理事 

    桝本監事、水野監事 

欠席者 飯伏副会長、桑原理事、小松(浩)理事、桑田理事、細谷理事、中宮理事 

小松(忠)理事 

書記  箕岡 

 

議   事 

 

〈報告事項〉 

【森田会長】 

●令和２年度春の叙勲について 

 ・広臨技から推薦した安松弘光氏の瑞宝双光章が内定→4/29 に閣議決定され発表される 

  ５月の会報で会員にお知らせする 

●70 周年記念式典・記念公演・祝賀会・県学会について 

 ・2/27（土）ホテルグランヴィア広島で 70 周年記念式典・記念公演・祝賀会を開催 

 ・2/28（日）広島ＹＭＣＡ国際文化ホールで県学会を開催 

●第 55 回中四国支部医学検査学会について 

 ・2022.10/22（土）・23（日）広島国際会議場で開催 

  21 日（金）は、他の団体が全館一括借り上げをされており前日準備は困難 

展示の夜間準備の可否を確認中 

●血液製剤に関する遡及調査ガイドライン及び輸血療法の実施に関する指針の一部改正について 

 ・各業務に多くの臨床検査技師が係わっているため、広臨技 HP に掲載 

●新型コロナウイルス感染における水際対策強化に関する対応について 

  厚労省から日臨技に会員の派遣要請があった→各県会長に通知があった（4/2） 

  要請ではなく応募という形になるが、もし応募があった場合、発生する様々な課題に広臨技では対応は難しい 

  この案件は会長の一存で保留中 

●新型コロナウイルスの感染拡大に伴う各施設の対応の確認について 

 ・日臨技 HP に掲載されている各検査に関するガイドラインについて広臨技 HP でも掲載 

【坂田事務局長】 

●各会員の新年度継続案内について 

  県会員   ５人 （4/1） 

令和２年度 第 1 回理事会 議事録 
  呉地区理事 柴田 淳（呉共済病院） 



   

3 

 

  賛助会員 ７３社 （4/15） 

●グレイスビルの総会について（4/11） 

  新型コロナウイルス感染防止のため、書面評決での対応を求められ、そのように対応 

  （総会資料で確認） 

管理費の値上がり→・水揚げポンプ取り替え工事 178 万円余り 

          ・高圧電機設備修理 246 万円余り 

  すべて承認で回答→議事録は未取得 

●役員推薦委員の交代について 

  宮野 秀昭（呉医療センター）→→→能美 伸太郎（呉共済病院） 

  小川 和子（県立広島病院） →→→渕上 浩美（県立広島病院） 

 

【尾田学術部長】 

●令和２・３年度学術部部門員募集の状況について（4/12 現在） 

  一般検査部門   5 名        臨床血液検査部門     12 名 

  生物化学分析部門 9 名        臨床微生物部門       12 名 

  病理細胞部門   8 名        輸血細胞治療部門     4 名 

  生理検査部門   12 名        染色体・遺伝子部門   0 名 

  総合管理部門   5 名 

・複数の部門より部門員追加の連絡があり、若干変動する予定 

・総合管理部門は、５名中４名が梶川病院の方で、森田会長から複数施設からの選出が望ましいとご意見があったの

で、他施設にも声掛けをしている 

・染色体・遺伝子部門は、応募は０名でしたが、渕田さんに部門長を継続してやっていただけることになり、今後数名

の応募が予定されている 

 

【浅野経理部長】 

・令和２年度分会費（1698 名分）11,886,000 円の入金を確認（3/24） 

・2019 年度 Medical Online 文献許諾使用料 521 円（2020.5/29 に入金予定） 

 

【中島渉外法規部長】 

●ピンクリボン de カープ（2020.5/10） 

・広臨技としても５月中開催の研修会中止としており、ブレストケア・ピンクリボンキャンペーン in 広島実行委員会に相

談したところ、参加辞退を了解していただいた 

・広臨技 HP にボランティア募集中止の案内を掲載（4/6） 

●HIV 日曜検査 

 ・今年度も引き続き、県から委託されて行う 

（委託料） 日曜検査 646,000 円 

エイズ相談事業 1,935,000 円 

 ・新型コロナウイルス感染が拡大しているが、日曜検査は通常通り実施予定 
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 ・広臨技でイベント参加者用ジャンパー（緑）を 30 着購入しているが、暑い時期には大変なのでベスト（緑）を 30 着購

入したので使用してください 

 

【難波組織調査部長】 

 ・特になし 

 

【有谿広報部長】 

 ・速報４月号（3/31 掲載） 

 ・速報５月号記事内容 

   総会案内、安松先生の叙勲のお知らせなど 

 ・広報部員の交代（役員改選年に行われる） 

   17 名中 6 名が交代 

●会報（毎年８月発行）について 

 ・役員改選年なので、全細則を掲載する予定 

   

〈地区報告〉 

【広島地区】 

●事業報告 

 ・第 37 回広島県医学検査学会 決算報告 （配布資料参照） 

 ・学会運営について 

   一般演題の発表者から、抄録集に記載されている部門が演者の意図した部門と異なっていると指摘があった。今

回、初めてウェブサイトを利用して県学会の HP から一般演題の申し込みを行った。今後、発表部門の選択や共同

演者の人数枠の設定など申し込み方法を充実させていく必要性を感じた 

・アンケートより 

  症例検討会が好評だった。来年も企画して欲しいという記載があった 

・広島・西部地区レクレーション（野球観戦）について 

  10/10（土） 例年通りパーティーベランダの予約権利をもらっている（６月末期限） 

   

【呉地区】 

●事業報告 

開催日 事業名 参加人数 

2020/02/21 第４回呉地区血液研修会 19 名 

2020/02/27 第６回呉地区研修会 24 名 

2020/03/06 第３回呉地区微生物研修会 開催中止 

●活動報告 

2020/02/27 第６回呉地区委員会（第 46 回七夕学会の計画について） 

●事業計画  

開催予定日 事業名 

2020/04/23 2020 年度第１回呉地区研修会 → 中止決定 
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2020/04/23 2020 年度第１回呉地区輸血談話会 → 中止決定 

2020/05/13 2020 年度第１回呉地区細胞診研修会 → 中止決定 

 

【東部地区】 

●事業報告 

開催日 事業名 参加人数 

2020/02/22 第２回東部地区血液研修会 25 名 

2020/02/22 第３回東部地区輸血検査研修会 14 名 

2020/02/22 東部地区生理研修会 

（2019 年度日臨技精度管理報告会） 

38 名 

 

【東広島地区】 

●事業報告 

開催日 事業名 参加人数 

2020/02/17 生理検査研修会 28 名 

●活動報告 

2020/02/21 東広島地区運営会議 

 

【北部地区】 

●事業報告 

開催日 事業名 参加人数 

 なし  

 

〈討議事項〉 

【森田会長】 

なし 

【坂田事務局長】 

●令和２年度定期総会について 

  開催日時：令和２年６月１３日（土） １６時 30 分 

  開催場所：相鉄グランドフレッサ広島 ２Ｆ「扶養の間」（旧ホテルサンルート広島） 

   １５：００～会場準備 

   １６：００～表彰式 

   １６：３０～総会 

   １８：００～理事会 

   １８：３０  終了予定 

   表彰祝賀会は中止 

 ・総会資料説明 （配布資料参照） 

   Ｐ８）第１号議案 〈組織調査部〉の 4） 

・会員管理（令和元年度末会員数）が確定 
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正会員数 1834 名（継続会員 1794 名 新・再入会員 122 名 退会 82 名） 

県会員 5 名  名誉会員 2 名  賛助会員 73 社 

Ｐ27）第６号議案 令和 2・3 年度役員選任について 

・役員推薦委員会が、新型コロナウイルス対策で委員会が開催できておらず、メール審議をしている 

・メール審議に関して細則に規定がなく、森田会長、水野監事に相談し、メール審議を行う承認を委員に諮り、

全員に承認されたのでメール審議を行っている 

・メール審議の回答書をいただいて、承認書とともに回答書を議事録に残す 

 

【三舛副会長】 

●（配布資料）令和２年度定期総会 議案書面表決・委任状 

 ・Ⅲ □書面表決 の□にチェックして各議案の表決を忘れる方がいるため、□書面表決 の□を無くして、各議案そ

れぞれに表決をしてもらうように改善 

●（配布資料）令和２年度 広臨技定期総会開催についてのお願い 

・電磁的方法による議決権行使について（今回が初めて） 

   ・現在の説明文ではわかりにくい感じなので、実際の運用のウェブサイト会員でログインして、電磁的議決権行使サ

イトに再度ログインと二重になっており、可能な限り改善する 

   ・ウェブサイト会員のログインは、各自のログインメールアドレスと任意のパスワードだが、電磁的議決権行使サイト

のログインＩＤは会員番号にしようと考えている。パスワードは共通パスワードを考えている 

・書面表決の提出先は、各地区の理事 

●（配布資料）令和２年度定期総会 議決権行使について 

  ・■当日ご出席される正会員 の上に、新たに『議決権要件（基準日）』を追加記載する 

基準日とは広臨技の会員の議決権を行使する資格をどの日をもって境とするかという日で、日臨技に倣って「開

催通知書に押印された公印の日付」に決定する。これに関する細則の記載はないが今後記載するか否かは検

討する 

  ・毎年、途中入場者が見られるので、日臨技に倣って当日出席される正会員の受付時間を規定する 

  ・委任は、書面表決と電磁的方法の両方でできるが、会員番号と氏名を記述・入力してもらうようにする。会員番号と

氏名が一致しないと無効となる 

 《質問》 

  書面と電磁的方法の両方をおこなった場合どうなるのか 

 《回答》 

  書面に個人認識のバーコードなどなく、書面と電磁のすり合わせはやらない。電磁的方法をする際に「書面と電磁の

重複登録は厳禁」との表記はしてある。書面にも同様の記載がしてある。重複登録が見つかれば電磁的方法を優先

する。紙は破棄する。もし重複表決をした場合は、事務所に連絡するように記載してある 

 《質問》 

  電磁的方法をした方を確認することはできるのか 

 《回答》 

  確認はできるが、地区分けや施設名もないので一覧から個人名を探すことになる。ウェブサイト会員になられている

方はまだ少ないので書面が届かなければ、その施設や個人に積極的に確認したほうが良い 
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【尾田学術部長】 

●今後の研修会について 

  ・コロナの影響で中止になった場合の講師への連絡・手続きに関して部門員から問い合わせがあった。常務理事会

では、技師会の方からお詫び状という形で案内を高橋さんに依頼して講師に連絡をするということになった。このこ

とを各部門長にも案内する 

  ・中止の際に、飛行機やホテルのキャンセル料が発生した場合、キャンセル料をどこから支払ったらよいのか問い合

わせがあった。常務理事会では、確実に領収書を取って各部門の部門費から支出することとなった。そのように対

応していきたいと思う 

 

【中島渉外法規部長】 

●表彰審査委員会（3/11 開催）からの答申 

  ・学術業績者 

橋本 文子（国家公務員共済組合連合会 吉島病院）  

   松田 浩明（公立学校共済組合 中国中央病院）  

  ・学術奨励者 

   佐々木 彩（国家公務員共済組合連合会 呉共済病院）  

  ・特別表彰者（功労者表彰の答申だったが、表彰基準が該当せず変更） 

   飯伏 義弘（地方独立行政法人 広島市立病院機構 広島市立広島市民病院）  

 

  ・永年職務精励者（37 名） 

   表彰審査委員会開催時点（3/11）で、37名の中に今年度会費が未納の方（1名）、3/31で退会される方（１名）がお

られた。このような場合の取り扱いについて細則の中に記載がなく、このような方々も表彰対象になると思い、答申

書には名前を記載した。 

 《水野監事》 

  ・永年職務精励者表彰に関して、元々定年したくらいで表彰していた時期があった。定年してから表彰するよりは、

在職中にということで 55 歳以上になった経緯がある。やはり表彰される時も会員であることが望ましいと思う 

  ・功労者表彰で飯伏氏が答申されている。その功績は認めるが功労者表彰の基準（当会役員歴が通算して 10 年以

上である者）に該当しない。それを補うために特別表彰が設けられていると思うので基本的には特別表彰に該当す

ると思われる 

 《森田会長》 

  ・永年職務精励者表彰対象者は、当会会員歴が通算して 30 年以上で、表彰を受ける年の 12 月末日をもって満 55

歳以上ある者とあり、12 月末日が期日ということになるのか 

 《中島渉外法規部長》 

  ・表彰審査委員会の推薦時において当会会員である者なので、表彰審査委員会の推薦時がいつなのか。表彰審査

委員会の開催日なのか、日臨技みたいに 4/1 なのか明確になっていない。規定をさらっと読むと表彰審査委員会

の開催日のように読み取れたりして悩ましい。 

   今回は、どうしましょうか 

 《水野監事》 

  ・常務理事会では、どのように判断されたのか 
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 《森田会長》 

  ・実際のところはっきりしていないので、今回は表彰審査委員会が開催されて、答申を確認された時期と判断した。と

いうことなので 2 名の方々については受賞という形をとる 

  ・今後、日にちとか明確にしないと混乱するので、総会規定などの期日をしっかりしないといけないと思う。日臨技と

同じように 4 月 1 日を会員資格の基準日にするように、表彰規定と総会の会員の規定について細則を少し改定し

ていく方向で常務理事会では決めた 

  ・今回は、曖昧な部分もあったが、表彰審査委員会の方で規定を考えて、答申を挙げた日と認識されて答申されて

いるので、今回はそれに従う 

《中島渉外法規部長》 

  ・細則を日臨技と同じように「4 月 1 日に会費納入が確認できて会員であること」に変更したいと考えている 

  ・表彰審査委員会の答申の内容について審議させてもらいたい 

 《森田会長》 

  ①永年職務奨励者 第７条 「永年職務奨励者とは、表彰審査委員会の推薦時において当会会員である者のうち、

当会会員歴が通算して 30 年以上あって、かつ、表彰を受ける年の 12 月末日をもって満 55 歳以上ある者をいう」と

なっており、今回、推薦時ということなので答申を挙げた日という形に考えられるので、今回は表彰という形をとらせ

ていただきたい 

  ②飯伏さんの功労者表彰を特別表彰に変更する 

●①、②に関して、理事会参加理事全員の挙手によって採択された 

 

【難波組織調査部長】 

  なし 

 

【有谿広報部長】 

  なし 

 

【広島地区】 

  なし 

 

【呉地区】 

  なし 

【東部地区】 

【東広島地区】 

 

【北部地区】 

  なし 

【浅野経理部長】 

●令和元年度決算報告（財務諸表は公認会計士の指導のもと作成。配布資料参照） 

 ・賃借対照表 

 ・正味財産増減計算書 
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 ・正味財産増減計算書内訳表 

 ・財務諸表に対する注記 

 ・財産目録 

 ・収支計算書 

 

【水野監事】 

●令和元年度決算監査報告（令和２年４月１４日 桝本監事と監査実施） 

 ・事業報告等の監査結果 

  事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、法人の状況を正しく示しているものと認められる。理事の

職務の執行に関する不正行為または法令もしくは定款に違反する重大な事項は認められない。 

・計算書書類及びその附属明細書の監査結果 

  計算書書類及びその附属明細書は、法人の財産及び損益の状況を全て重要な点において適正に示していると認

められる 

  ・昨年度の指摘事項の不要押印の斜線や公印の押印について概ね順守されていたが、順守されていない部分も見

受けられた。簡単なレシート等の押印が抜けている場合が多い。会計担当者に周知を徹底していただきたい。 

・通帳と出納帳の金額が不一致の地区があったのできちんと分かるように記載をしていただきたい。 

・押印欄に印ではなく印字となっている書類があった。印鑑を押すように指導していただきたい 

・訂正した箇所に訂正印の無いものがあった。訂正印を押すように指導していただきたい 

・年度末の返金の際に、二度に分かれて返金があった。経理の方で理由を確認していただきたい 

・賛助会員以外の企業が主催する研修会についての主催・共催・後援はしないということを明確にしていただきたい。 

・書面としては少し不備があったので少し訂正をして掲載をしていただく 

 

【森田会長】 

 ・監査報告書については、もう一度文書の不備を確認していただいて、監事の二人が署名・捺印したものを総会資料

として掲載する 

 ・幹事からの指摘は、新執行役員にも伝えて会計等をしっかりできるような形にする 

 ・賛助会員以外の企業が主催する研修会についても、しっかり伝えていきたい。一応執行理事会    

  で確認しているが、最終的にしっかりとした確認ができていなかった 

●承認確認 

 ・第１号議案 令和元年度事業報告 承認する方の挙手をお願いします 

  ありがとうございます（承認） 

 ・第２号議案 決算報告 承認する方の挙手をお願いします 

  ありがとうございます（承認） 

 ・第３号議案 監査報告 承認する方の挙手をお願いします 

  ありがとうございます（承認） 

 ・第４号議案 令和２年度事業方針案 承認する方の挙手をお願いします 

  ありがとうございます（承認） 

 ・第５号議案 令和２年度予算案 

  ３月に既に承認している 
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 ・今回の理事会での総会についての議案は承認された。一部文書を訂正した上で総会資料とし 

て会員に配布する 

 

・細則での細かい年月日が決まっておらず、曖昧な部分がある 

・総会での会員数確定を日臨技に合わせて開催通知書の発行印の日付をもって確定する。 文面を考えて総会資料

に掲載した上で、再度理事会メールで欠席理事にもお伝えし承認していただく 

 ・表彰委員会に関しては、4 月 1 日に会員であることを明確にした上で表彰する事とする。4 月１ 

  日で県外に転勤されることがあっても 4 月 1 日に広臨技の会員であること（＝広臨技の会費を支払っている）を基準と

する 

●承認確認 

 ・承認する方の挙手をお願いします 

  出席理事全員の挙手あり（承認） 

 ・以上 2 点について細則の変更を行う。文書を作成し、理事メールで確認していただく 

 

【三舛副会長】 

●オンラインストレージ Nextcloud の導入の認否 

 ・広臨技サーバーで新規構築することを広臨技ウェブサイト制作者（村上健司氏）へ依頼 

 ・設置、メンテナンス、バックアップ等管理として見積もり月額 5,000 円を予算化済み 

●広臨技ウェブサイト会員ログインについて 

 ・ログイン ID について日臨技同様、ユーザーID を会員番号に付け替えたい 

 ・電磁的議決権行使を使う場合、ウェブサイト会員ログインと行使サイトのログイン ID を同一化し 

  て混乱を避ける方法で行いたい。時機を見て来年度中に行いたい 

 《森田会長》 

●オンラインストレージ Nextcloud の導入について 

 ・電子化のことで考えていかないといけないことが、たくさんできてきている。Nextcloud に関して 

はウェブサーバ、ウェブサイトの方で定款や細則を安全に置いておける。今後皆さんが取り出し 

て変更するということも出来るようになる。管理はこちらだけでは無理なので村上氏にお願いし 

て、管理費として月額 5,000 円が予算化されており続けていきたいと思う 

●承認確認 

 ・承認する方の挙手をお願いします 

  出席理事全員の挙手あり（承認） 

●令和２年度定期総会電磁的議決権行使サイトの構築について 

 ・今回のような非常事態が起きた場合、電子化して電子決裁をする形を今後も取り続けていかないといけないと思う。

予算化をしていないが、開発設置代として見積もり５～６万円ということなので確認していただき、今回ぜひ導入させ

ていただきたい 

●承認確認 

 ・承認する方の挙手をお願いします 

  出席理事全員の挙手あり（承認） 

●広臨技ウェブサイト会員ログインについて 
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●承認確認 

 ・承認する方の挙手をお願いします 

  出席理事全員の挙手あり（承認） 

 ・ウェブサイト会員ログインと行使サイトのログイン ID を同一化する時には、皆さんにお知らせし 

て、こちらで一括してさせていただく 

 ・多くの会員の方に広臨技ウェブサイト会員になっていただくよう周知をお願いする 

 

【柴田理事】 

 ・４月、５月の地区研修会について中止するよう要請があったが、今後の状況が見通せないが、 

  ６月以降の指示もしてもらえるのか 

 《森田会長》 

 ・指示をするつもりでいる。ただ現段階では６月も難しいかなと思っているので、できるだけ早い時 

  期、今後一週間の間に６月をどうするのか確認して皆さんにお知らせする 

 

【水野監事】 

 ・法人の報告を延ばせないのか県総務課に確認してはどうか 

 《森田会長》 

 ・法人会計の方は確認する 

 

【水野監事】 

 ・研修会の開催に関して、日臨技は６月までは研修会の開催をしないと通知をしている。全国学会も延期しているが、

９月５・６日に幕張メッセで開催することが決まる予定。支部学会も４月中もしくは５月初めには開催について回答する

予定。 

 

以上 
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標記総会を下記のとおり開催いたしますので、ご出席くださいますようお願いいたします。 

総会資料は 5月上旬に発送予定ですので、当日ご持参ください。 

また、総会に先立ちまして、令和元年度会員表彰式を行いますので合わせてご出席下さい。 

 

日 時  令和 2年 6 月 13 日（土）  

表彰式   16 時 00 分～16 時 30 分 

総会    16 時 30 分～18 時 00 分 

場 所  相鉄グランドフレッサ広島（旧ホテルサンルート広島） 

2 階「芙蓉の間」 

〒730-0051 

広島市中区大手町 3-3-1   TEL(082)249-3600 

議 事  １．第1号議案 令和元年度事業報告         

２．第2号議案 令和元年度決算報告         

３．第3号議案 令和元年度監査報告        

４．第4号議案 令和２年度事業方針案       

５．第5号議案 令和２年度予算案         

６．第6号議案 令和２年・３年度役員選任について 

７．その他 

 

 

 

 

令和 2年 5月 1 日 

広臨技 事務局 

 

広臨技会員の皆さまには平素より、会の運営にご理解とご支援を賜り有り難うございます。 

さて、令和 2 年度の広臨技定期総会が 6月 13 日に開催致します。例年ですと議案に対して書面表決・委任状を

施設ごとに集め、各地区の理事へ郵送する手段をとってまいりましたが、本年度より「電磁的議決権行使」も

併せて行うことができるようになります。この「電磁的議決権行使」を利用するには、広臨技ウエブサイト会

員に登録することが必要です。下記の事項をお読みになり、手続きを行ってください。 

 

 電磁的方法は広臨技ウエブサイト会員登録が必要です。新規登録の承認手続きに数日かかります

ので、ウエブサイト会員登録手続は早急にお願いします。 

 電磁的議決権行使の重複又は電磁的・書面の両方を重複して行わないでください。電磁的議決権行使が重

複した場合は無効票とし、書面との重複の場合は電磁的方法による議決権行使が優先されますが、事務所

の方へご連絡ください。 

 

広臨技会員の皆様へ 広臨技事務局より重要なお知らせ 

令和２年度 定期総会のご案内 
  呉地区理事 柴田 淳（呉共済病院） 
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【広臨技ウエブサイト】会員登録手順 

広臨技会員限定の登録です。今後、会員専用の企画に必要となります。 

① PC もしくはスマートデバイスにて『広臨技』で検索し広臨技ウエブ 

サイトを表示します。 

② TOP 画面の右上の「ログイン」を選択すると右の画面が表示されます。 

③ 下段の「新規の広臨技ウエブサイト会員登録はこちらから」を選択し 

必要事項を入力してください。 

ユーザー名：技師会会員番号をお勧めします。忘れないので。 

姓名とカナ：ご本人の正しい姓名とカナです。 

メールアドレス：１名 1アドレス 1 会員番号です。ご本人のみ使用 

するアドレスで PC、スマホ、携帯メールアドレスが使用できます。 

登録後の変更はできません。変更する場合は一度退会して再度新規登録してください。 

パスワード：ご自由に 

施設名称及び所属部署または個人会員：自宅会員は個人会員と入力してください。 

④ 2 日以内（土日祝日除く）に承認通知が登録アドレスにメールで送られてきます。【登録完了となります】 

⑤ 承認通知後、ログインして広臨技メールマガジンの登録も行ってください。メールマガジンの登録も会員

番号はご本人の技師会会員番号です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

速報原稿の送付、広報部へのご意見等をお願いします。 

    広報部連絡・専用 E-Mail ＜ koho@hiroringi.or.jp ＞ 

モバイル端末からのメール送信も可能です。 

 （次号速報の原稿〆切は５月１５日です） 
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一般社団法人広島県臨床検査技師会 

令和２年度 

定期総会資料 
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第１号議案 令和元年度事業報告 

＜総括＞ 

新型コロナウイルス感染拡大により、2 月後半以降の研修会等の中止や延期を余儀なくされましたが、それ

までは会員・賛助会員の皆様のご支援・ご協力により、令和元年度の事業を執行できましたことに御礼申し上

げます。 

学術団体・職能団体としての事業を推進し、2020 年 2 月 15・16 日に広島市において広島県医学検査学会を

開催した。学術誌「広島臨床検査 Vol.8」を発刊するなど会員の業績を支援し、医療人としての人材育成に努

めた。入会促進を図るとともにウエブサイト等の情報網を利用して会員資質向上と組織強化に努めた。チーム

医療活動に積極的に参加していく臨床検査技師を育成していくために「地域ニューリーダー実践講習会」や「初

級・職能開発講習会」を開催し地域、施設の中核となる技師の育成を目指した。 臨床検査技師の社会的認知

度向上ならびに公益活動として「検査と健康展」、エイズ・ピンクリボンキャンペーン、広島県からの委託事業

としてエイズ日曜検査などを実施し、県民の医療および公衆衛生の向上に貢献した。 

また、当技師会推薦の元会長 安松弘光氏の叙勲授章を支援し、瑞宝双光章の授章が決定した。 

医療法の一部改正に対応できる検査室作りをバックアップできる体制を整え、病院経営に貢献し、精度管理、

標準化、検査データの共有化事業を推進した。 

＜事務局＞ 

１）事務局体制の維持と管理 

・事務局運営規定に則り業務を遂行した。 

・日臨技総合情報システム（JAMTIS）を利用し,会員情報の維持・管理を行った。 

・ウエブサイトやメールマガジンを利用し、新着情報その他各種情報の即時発信に努めた。 

２）技師会活動の連携体制を維持 

・各部間の円滑な運営に協力するとともに、日臨技と連携した共同事業を支援した。 

全国「検査と健康展」･「検体採取等厚生労働省指定講習会」･「ニューリーダー育成研修会」・「初級職能

研修会」の開催を支援した。 

３）常務理事会および理事会の開催 

・常務理事会を 12 回（原則的に毎月第１木曜日）、理事会を 5回開催した。 

４）定期総会の開催 

・定款の規定に基づき、総会を令和元年 6 月 15 日にホテルサンルート広島において開催した。 

５）新春祝賀会の開催 

・会員・賛助会員と役員の親睦と情報交換を目的とし 令和 2 年 1月 11 日にホテルグランヴィア広島にて 

開催した。（参加人数 150 名） 

６）情報システムの管理 

・情報システム委員会を中心に関係部署と協力しながら各種文書保存、電子データ保管の安全性強化 

のために、新たなクラウド環境を設置し機密性、保存性の強化を図った。 

・事務局、生涯教育関連の事務業務、研修会等に使用するハードウエア、ソフトウェアの共用化を図り運搬 

方法を円滑にした。 

・会員への情報提供強化のため研修会や学会にてウエブサイト会員登録の推進を図り、メールマガジンで積 

極的な情報提供を行った。 

・ウエブサイト内に電磁的議決権行使サイトを整備し、令和 2 年度定期総会から運用を開始した。 
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７）事務所の管理 

・グレイスビルの老朽化に伴う事務所維持問題を継続し検討している（継続課題）。 

・事務所所有者にかかる損害賠償責任の対策や事務所財産の保全処置を図った。 

＜学術部＞ 

１）検査研究部門および領域の活動 

・会員の生涯教育を目的に各部門で研修会、講習会を開催した。（資料１） 

・各種認定および資格の取得へ向けて情報提供と支援を行った。 

・第 37 回広島県医学検査学会（令和 2年 2月 15-16 日）の開催を支援した。 

・臨床血液部門で実施した第 2回凝固検体取り扱いに関するアンケート調査報告を医学検査に投稿した。 

・新型コロナウイルス感染拡大防止のため下記の研修会が開催中止となった。 

  2 月 29-3 月 1 日日本臨床検査技師会中四国支部研修会（広島県染色体・遺伝子検査部門担当） 

  3 月 15 日 生理検査部門研修会 

２）生涯教育講座の開催 

・生涯教育委員会を中心に広島地区および東部地区でそれぞれ 4回、生涯教育講座を開催した。 

（資料２） 

３）精度管理事業 

 ・広島県医師会共催のもと、精度管理委員会を中心に精度管理事業を実施したが、本年度は新型コロ 

  ナイルス感染防止のため 3月 22 日に予定していた精度管理向上研修会は開催延期となった。 

 ・臨床検査データ標準化事業に精度管理委員会・標準化委員会を中心に協力し実施したが、本年度は 

  新型コロナウイルス感染拡大防止のため 2月 29 日に予定していた広島県臨床検査データ標準化事 

  業報告会は開催延期となった。 

 ・Future Lab Session in HIROSHIMA（ISO15189 認定取得セミナー）を開催した。（資料 3） 

４）会員の業績向上への支援 

・学術誌編集委員会を立ち上げ、学術誌「広島臨床検査」を査読および編集委員の支援により、 

広報部と連携して 2019 年第 8号を発刊し継続している。その他、学会発表、論文投稿を支援した。 

学術部門 資料１

 

 

 

【臨床血液部門】

開催日 事業名 参加人数

2019/04/20 　血液研修会① 基礎を知るものは血液を制す！ 70

2019/08/24 　細胞の歩み～分化・成熟過程～を見てみよう！ 60

2019/11/16 　第3回血液研修会　骨髄系腫瘍～スクリーニングから臨床まで教えますSP～ 65

2020/01/25 　第4回血液研修会　造血器腫瘍におけるFCMの見方・考え方 48

【染色体・遺伝子部門】

開催日 事業名 参加人数

2019/09/28 　遺伝子ハンズオン 9

2019/12/07 　遺伝子ハンズオン（リアルタイムPCRでキャンピロバクター検出） 12
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学術部門 資料２ 

 

学術部門 資料 3 

 

【病理細胞部門】

開催日 事業名 参加人数

2019/04/14 　病理細胞部門研修会 　精度管理報告会 35

2019/09/07-08 　病理細胞部門研修会「技」 56

2019/09/29 　細胞検査士１次試験対策 26

2020/01/25 　病理細胞研修会 42

【生物化学分析部門】

開催日 事業名 参加人数

2019/06/29 　生物化学分析部門研修会 28

2019/09/07 　生物化学分析部門研修会 67

2020/01/25 　生物化学分析部門研修会 48

【臨床微生物部門】

開催日 事業名 参加人数

2019/05/24 　第45回広島感染症研究会 22

2019/06/29 　臨床微生物部門研修会 34

2019/10/26 　臨床微生物部門・染色体遺伝子部門 合同研修会 40

2019/11/23 　第46回広島感染症研究会 12

2020/02/22 　第3回臨床微生物部門研修会 32

【臨床生理部門】

開催日 事業名 参加人数

2019/06/22 　生理検査部門研修会（肺機能検査） 108

2019/11/17 　生理検査部門研修会（心電図検査） 111

【輸血細胞治療部門】

開催日 事業名 参加人数

2019/06/08 　輸血検査研修会 37

2019/09/14 　輸血検査研修会 38

2019/12/15 　輸血検査　実技研修会 23

2020/01/18 　輸血検査研修会 41

【臨床検査総合部門】

開催日 事業名 参加人数

2019/04/27 　総合管理部門研修会 15

2019/12/21 　総合管理部門研修会 20

【生涯教育委員会】

開催日 事業名 参加人数

2019/06/10 　第1回生涯教育講座（広島地区） 142

2019/06/27 　第1回生涯教育講座（東部地区） 113

2019/09/05 　第2回生涯教育講座（広島地区） 125

2019/09/26 　第2回生涯教育講座（東部地区） 74

2019/11/14 　第3回生涯教育講座（広島地区） 91

2019/11/28 　第3回生涯教育講座（東部地区） 60

2020/01/14 　第4回生涯教育講座（広島地区） 72

2020/01/23 　第4回生涯教育講座（東部地区） 53

【臨床検査データ標準化委員会】

開催日 事業名 参加人数

2019/06/01 　Future Lab Session in HIROSHIMA（ISO15189認定取得セミナー） 120
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＜経理部＞ 

掲載資料に基づき概要を報告する。尚、財務諸表は公認会計士の指導のもと作成した。 

１）賃借対照表 

広臨技が持っている『資産』、返済する義務がある『負債』、すなわち総資産から負債を差し引いて残る返

済義務のない「純資産」を表している。 

資産合計は 5100 万 9727 円、負債合計は 1204 万 5515 円となり、正味財産合計は 3896 万 4212 円となった。 

２）正味財産増減計算書 

広臨技の正味財産（資産から負債を控除したもの）の増減を示した計算書である。 

当期の一般正味財産の経常収益計は 2261 万 4636 円、経常費用計は 2066 万 9600 円であった。この結果、

当期の経常増減額は 194 万 5036 円のプラスとなり、これに一般正味財産期首残高 3701 万 9176 円を合計

して正味財産期末残高は 3896 万 4212 円となった。 

３）正味財産増減計算書内訳表 

正味財産増減計算書の事業別の内訳を示す。 

４）財務諸表に対する注記 

財務の説明が記載されている。 

５）財産目録 

広臨技が令和 2 年 3月 31 日現在において所有する全ての財産と債務を記載した目録で、会計基準沿って

表記してある。 

６）収支計算書 

令和元年度のすべての収入，支出の明細表であり，予算と対比することにより，予算の執行状況を明らか

にする書類であり，法人としての一年間の活動等を数字で表したものである。事業活動収入計は 2261 万

4636 円、事業活動支出計は 2037 万 9944 円であり、事業活動収支差額は 223 万 4692 円のプラスとなった。 

事業活動収入 2261 万 4636 円の内訳は 

①会費収入は 1528 万円、その内訳は正会員会費収入 1305 万 5000 円、前期比較で 49 人純増、県会員会費

収入３万 5000 円、賛助会員会費収入 219 万円、前期比較で 4 社純減であった。 

②事業収入は 588 万 5671 円、その内訳は公益受託事業収入 258 万 1000 円、広島県医学検査学会事業収入

40 万 6000 円、学術事業研修会収入 19 万 671 円、生涯教育事業収入 74 万 2000 円、広報事業会誌発行収入

42 万円、その他事業収入として新春祝賀会・表彰祝賀会収入 154 万 6000 円であった。 

③補助金等収入は 144 万 8714 円、前期比較で 20 万 3384 円増加した。その内容は広島県補助金、日臨技

助成金収入および広島県細胞検査士会助成金収入であった。 

事業活動収入計は前期比較で 36 万 4374 円、予算比で 68 万 5636 円の増加となった。 

事業活動支出 2037 万 9944 円の内訳は 

①事業費支出は公益受託事業費支出 377 万 2121 円、広島県医学検査学会事業費支出 152 万 3485 円、学術

事業費支出 365 万 493 円、生涯教育事業費支出 62 万 3378 円、組織運営事業費支出 213 万 1806 円、広報

事業費支出 130 万 8264 円、表彰・祝賀会事業費支出 248 万 9523 円であった。 

②管理費支出（法人会計）は 488 万 874 円となった。 

事業活動支出計は前期比較で 51 万 9517 円、予算比で 66 万 6656 円の減少となった。 

このほか、今年度は次年度に開催予定の広臨技設立 70 周年・法人化 30 周年記念事業準備費用として、流

動資産の預金から特定資産へ 200 万円引当てた。 
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＜渉外・法規部＞ 

１）公益事業の開催 

・ピンクリボン de カープ 

5 月 12 日(日)広島マツダスタジアムにて、ブレストケア・ピンクリボンキャンペーン in 広島実行委員会

の一員として乳がん検診受診率のアップのためのキャンペーン「ピンクリボン de カープ」を行った。当会

より 6名のボランティアが参加した。20 歳以上の女性を対象に骨密度測定を行った。165 名が受検した。

受検者の中には母子もおられた。 

・世界エイズデー連携イベント 「レッドリボンキャンペーン in 広島」 

10 月 14 日(月・祝) 広島市アリスガーデンにて Act Against AIDS・広島市・広島県・NPO 法人りょうちゃ

んずともにエイズ検査受検促進啓発キャンペーンを行った。当会より 12 名、山陽女子短期大学学生 14 名、

のボランティアが参加し、エイズ予防啓発品の配布や受検促進の PR 及び採血・HIV 簡易検査を行った。Act 

Against AIDS からサンプラザ中野くんやパッパラー河合さんのステージで会場は盛り上がった。今回は希

望者には梅毒検査も行った。HIV 簡易検査は 74 名、梅毒検査は 70 名が受検した。 

・ＨＩＶ/梅毒臨時検査 

6 月 7 日（金）ＨＩＶ検査普及週間に合わせて、広島市やＮＰＯ法人りょうちゃんずと協働して広島市中

保健センターにてＨＩＶ/梅毒臨時検査を行った。当会から 2 名がボランティア（検査）として活動した。

さらに 12 月 6日（金）12 月 1日世界エイズデーに併せて HIV/梅毒臨時検査を実施した。当会から 4名が

ボランティア（採血・検査）として参加し、20 名が受検した。 

・「２１世紀、県民の健康とくらしを考える県民フォーラム」 

  1 月 18 日（土）広島県医師会館において「自分らしく、わがままに人生会議～人生の終い方をみんなで考

えよう～」をテーマに揚げ広島県の 20 を超える関連団体と共に参加した。当会より 7名のボランティアが

参加し、学術部臨床血液部門、病理細胞部門、臨床微生物部門の各部門員ががん細胞、血液細胞や細菌な

どをィスカッション顕微鏡で見る体験コーナーを行った。 

２）全国「検査と健康展」 

11 月 9 日(土)ゆめタウン廿日市にて、病気予防と健康への意識を高めていく活動として全国「検査と健康

展」を行った。当会より 63 名のボランティアが参加した。当日は一般来場者を対象に血管年齢検査（156

件）、簡易血糖検査（146 件）、肺年齢検査（154 件）、骨密度測定（154 件）、認知症スクリーニング検査（111

件）の無料健康チェック、専門医による無料健康相談（29 件）を行った。さらに平成 30 年西日本豪雨災

害時に広臨技が行ったＤＶＴ検診を実施しているポスターを掲示するとともにＤＶＴ検診体験（40 件）も

行った。また、検査紹介ポスターの展示やパンフレットを配布し、臨床検査の正しい知識と普及・啓発を

行った。子どもを対象に超音波や顕微鏡の検査体験（70 件）を行った。受検者数はのべ 987 名であった。 

３）各種表彰について 

・3月 11 日(水)に表彰審査委員会を開催し、令和元年度広臨技表彰の学術業績者に橋本文子技師、松田浩明

技師、学術奨励者に佐々木彩技師、特別表彰に飯伏義弘技師、永年職務精励者 37 名を推薦した。 

４）無料職業紹介事業  

臨床検査技師の求人情報（16 件：平成 31 年 4 月～令和 2年 3 月）を広臨技ウエブサイトに公開し、就職

の便宜を図った。 

５）広島県エイズ日曜検査事業および相談事業（広島県からの委託事業） 

・エイズ日曜検査事業 
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毎月第１日曜日（6・12 月は第一日曜日も）に県立広島病院で合計 14 回行った。医師 14 名、看護師のべ

27 名、会員のべ 27 名、が従事した。検査件数は以下に示す。 

・エイズ日曜検査相談事業 

  毎週日曜日 9時から 16 時まで電話による相談事業を合計 52 回行った。相談件数を以下に示す。 

日曜検査 実施件数 
   

日曜相談 実施件数 
    

  男 女 合計 
 

  第 1 週 第 2週 第 3週 第 4 週 第 5週 合計 

2019/04/21 10 1 11 
 

4 月 11 11 18 14   54 

2019/05/19 4 3 7 
 

5 月 11 11 13 9   44 

2019/06/02 0 0 0 
 

6 月 14 13 13 12 6 58 

2019/06/16 6 1 7 
 

7 月 4 11 13 10   38 

2019/07/21 7 2 9 
 

8 月 13 15 12 7   47 

2019/08/18 8 1 9 
 

9 月 7 7 11 6 14 45 

2019/09/15 5 1 6 
 

10 月 8 9 20 9   46 

2019/10/20 5 1 6 
 

11 月 6 12 22 10   50 

2019/11/17 4 0 4 
 

12 月 15 7 6 10 6 44 

2019/12/01 6 4 10 
 

1 月 5 10 14 5   34 

2019/12/15 4 0 4 
 

2 月 14 7 7 13   41 

2020/01/19 7 3 10 
 

3 月 10 13 18 10 7 58 

2020/02/16 2 2 4 
 
合計           559 

2020/03/15 8 1 9 
 

  
      

合計 76 20 96 
        

 

（令和元年度の受賞者） 

Ⅰ．学術業績者     橋本文子（国家公務員共済組合連合会 吉島病院） 

           松田浩明（公立学校共済組合中国中央病院） 

Ⅱ．学術奨励者       佐々木彩（国家公務員共済組合連合会 呉共済病院）                                                  

Ⅲ．功労者         該当者なし 

Ⅳ．特別表彰     飯伏義弘(地方独立行政法人 広島市立病院機構 広島市立広島市民病院)   

Ⅴ．永年職務精励者（37 名） 

 氏名 施設名 

1 清水 希功 広島国際大学保健医療学部 

2 本正 みどり 自宅会員 

3 山本 加代子 自宅会員 

4 妹尾 雅美 福山市医師会健康支援センター  

5 上田 信恵 独立行政法人 国立病院機構 東広島医療センター 

6 手島 祐子 公益財団法人広島原爆障害対策協議会健康管理・増進センター 

7 米田 登志男 広島赤十字・原爆病院 

8 原田 龍二 公立みつぎ総合病院 
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9 矢野 聡美 広島医療生活協同組合 広島共立病院 

10 久恒 真由美 医療法人社団おると会 浜脇整形外科病院 

11 日浦 志朗 独立行政法人労働者健康安全機構 中国労災病院 

12 花田 君恵 独立行政法人労働者健康安全機構 中国労災病院 

13 山下 美香 広島赤十字・原爆病院 

14 川﨑 京子 厚生連廣島総合病院 

15 坂田 かな枝 地方独立行政法人 広島市立病院機構 広島市立安佐市民病院 

16 八尾 聖子 地方独立行政法人広島市立病院機構 広島市立舟入市民病院 

17 岡野 真澄 日立造船健康保険組合 因島総合病院 

18 有谿 俊一 済生会呉病院 

19 新里 三裕香 財団法人 広島県環境保健協会 

20 小美野 千鶴美 自宅会員 

21 福岡 達仁 厚生連廣島総合病院 

22 清水 里美 県立広島病院 

23 二本 克子 独立行政法人労働者健康安全機構 中国労災病院 

24 平田 千枝子 地方独立行政法人 府中市病院機構 府中市民病院 

25 増田 裕子 広島医療生活協同組合 広島共立病院 

26 山縣 真弓 広島市医師会臨床検査センター 

27 永金 理恵 広島県厚生農業協同組合連合会 尾道総合病院 

28 森脇 奈美 医療法人あかね会 土谷総合病院 

29 楠 日都己 医療法人叙叙会 福山第一病院 

30 森本 典子 広島県厚生農業協同組合連合会 尾道総合病院 

31 松尾 祥子 社会医療法人 社団陽正会 寺岡記念病院 臨床検査室 

32 橋本 千歳 因島医師会病院 

33 佐々木 健司 広島県厚生農業協同組合連合会 尾道総合病院 

34 田邉 泰 自宅会員 

35 清水 丈明 JR 広島病院 

36 宮崎 純子 独立行政法人 国立病院機構 呉医療センター・中国がんセンター 

37 笠井 昇 独立行政法人 国立病院機構 東広島医療センター 

 

＜組織調査部＞ 

１）地区活動 

・各地区において地区理事を中心に研修会や学会を開催した。（各地区理事報告を参照） 

・各地区においてレクリエーションや交流会を開催し会員間の親睦を深めた。 

２）組織強化 

・新入会員のオリエンテーションを開催し、技師会への意識向上を図った。新入会員 26 名が参加した。 

・卒後 4 年から 7年の臨床検査技師を対象に「初級・職能開発講習会」を開催した。52 名の参加があった。 
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 ・経験年数 15 年から 20 年の臨床検査技師を対象に「広島県ニューリーダー育成研修会：第 2 回」を開催し

た。52 名の参加があった。 

・第 37 回広島県医学検査学会（広島）において「ウエブサイトの必要性について」「知って欲しい・知って

良かった広臨技」～集まれ！広臨技～ を開催した。102 名の参加があった。 

３）会員管理（令和元年度末会員数） 

正会員数 1834 名（継続会員 1794 名 新・再入会員 122 名 退会 82 名） 

県会員 5 名 名誉会員 2 名 賛助会員 73 社  

 

（各地区理事報告） 

1. 広島地区 

開催日 事業名 参加人数 

2019/04/24 広島・西部地区合同レクレーション（野球観戦） 146 名 

 

2. 呉地区 

 

開催日 事業名 参加人数 

2019/04/18 第 1 回呉地区研修会 35 名 

2019/04/25 第 1 回呉地区輸血談話会 22 名 

2019/05/11 呉地区親睦会（カープ野球観戦） 50 名 

2019/05/15 第 1 回呉地区細胞診研修会 12 名 

2019/05/25 呉地区栄養サポート研究会 6 名 

2019/05/27 第 2 回呉地区研修会 28 名 

2019/05/31 第 1 回呉地区血液研修会 29 名 

2019/06/20 第 3 回呉地区 研修会 23 名 

2019/06/27 第 1 回呉地区 微生物研修会 12 名 

2019/07/06 第 45 回七夕学会 85 名 

2019/07/10 第 2 回呉地区 細胞診研修会 12 名 

2019/07/18 第 2 回呉地区 輸血談話会 18 名 

2019/08/23 第 2 回呉地区 血液研修会 22 名 

2019/09/11 第 3 回呉地区 細胞診研修会 13 名 

2019/09/26 第 4 回呉地区 研修会 16 名 

2019/10/17 第 3 回呉地区輸血談話会 11 名 

2019/10/17 第 5 回呉地区研修会 23 名 

2019/10/25 第 2 回呉地区微生物研修会 10 名 

2019/11/13 第 4 回呉地区細胞診研修会 11 名 

2019/11/15 第 18 回呉地区生理検査研究会 17 名 

2019/11/22 第 3 回呉地区血液研修会 22 名 

2020/01/24 呉地区新年会（意見交換会） 30 名 
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2020/01/30 第 4 回呉地区輸血談話会 19 名 

2020/02/21 第 4 回呉地区血液研修会 19 名 

2020/02/27 第 6 回呉地区研修会、第 6回呉地区委員会 24 名 

 

3. 東部地区 

開催日 事業名 参加人数 

2019/06/06 第 1回東部地区研修会臨床微生物部門研修会 30 名 

2019/06/13 第 1回東部地区血液研修会 26 名 

2019/06/23 第 1 回東部地区輸血検査研修会 25 名 

2019/06/27 第 1 回生涯教育講座（東部地区） 114 名 

2019/07/14 東部地区新入会員オリエンテーション研修会 62 名 

2019/07/14 東部地区精度管理報告研修会 98 名 

2019/08/03 第１回東部地区生化学・免疫合同研修会 38 名 

2019/08/17 東部地区生理研修会 35 名 

2019/08/22 第１回東部地区一般検査研修会 24 名 

2019/08/23 東部地区レクリエーション 20 名 

2019/09/03 東部地区病理細胞診研修会 22 名 

2019/09/05 第２回東部地区臨床微生物部門研修会 18 名 

2019/09/26 第２回生涯教育講座（東部地区） 74 名 

2019/10/19 東部地区生理研修会 32 名 

2019/11/10 第 21 回東部地区学会 127 名 

2019/11/17 第 26 回福山医学祭 31 名 

2019/11/28 第 3 回生涯教育講座（東部地区） 59 名 

2019/12/07 東部地区 一般・血液部門合同研修会 48 名 

2019/12/14 第 2 回東部地区輸血検査研修会 16 名 

2019/12/14 第 3 回東部地区臨床微生物部門研修会 14 名 

2020/01/18 東部地区生理研修会 35 名 

2020/01/23 第 4 回生涯教育講座（東部地区） 53 名 

2020/01/30 第 2 回東部地区病理細胞診研修会 25 名 

2020/02/08 第 2 回東部地区生化・免疫検査合同研修会 37 名 

2020/02/22 第 2 回東部地区血液研修会 25 名 

2020/02/22 第 3 回東部地区輸血検査研修会 14 名 

2020/02/22 東部地区生理研修会（2019 年度日臨技精度管理報告会） 38 名 

 

4. 東広島地区 

開催日 事業名 参加人数 

2019/06/27 がん関連研修会（膵癌の診断と治療） 15 名 

2019/09/09 改めて学ぶ血糖測定器～SMBG と POCT～ 24 名 
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2019/10/11 甲状腺検査と疾患 19 名 

2019/10/24 がん関連研修会（がんの免疫療法） 15 名 

2019/11/03 東広島健康福祉まつり参加 10 名 

2019/11/22 東広島地区意見交換会 28 名 

2019/11/29 ALP、LD における IFCC 基準測定操作法への移行 26 名 

2020/01/28 ｽﾊﾟｲﾛﾒﾄﾘｰの基礎知識 19 名 

2020/02/13 がん関連研修会（がん患者の精神症状） 13 名 

2020/02/17 生理検査研修会 28 名 

 

5. 北部地区 

開催日 事業名 参加人数 

2019/6/22 第 1 回北部地区研修会 27 名 

2019/10/19 第 2 回北部地区研修会 27 名 

2019/12/07 第 3 回北部地区研修会 18 名 

2019/12/07 北部地区意見交換会 14 名 

 

＜広報部＞ 

１）速報の発行 

・速報 No.390～401 号の PDF 版を計 12 回を発行し、公益事業を含む事業報告、理事会報告、学会・研 

修会等のお知らせを掲載し広臨技ウエブサイト、メールマガジンで会員および賛助会員へ情報発信した。 

２）学術誌「広島臨床検査」の発刊 

・学術誌編集において広告募集を支援し、「広島臨床検査 Vol.8」を令和元年１２月に発行配布した。 

３）会報の発行 

・会報 vol.48 No.2 として、平成３０年度の活動記録をまとめ、令和元年８月に発行した。 

・会報 vol.49 No.1 として、第３７回広島県医学検査学会抄録集を 令和２年２月に発行した。 
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第２号議案 令和元度決算報告 

貸借対照表 

                   令和 2 年 3月 31 日現在             （単位：円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当年度 前年度 増　減

Ⅰ　資  産  の  部

1． 流  動  資  産 24,956,348 25,205,041 △ 248,693

現 金 預 金 24,956,348 24,295,691 660,657

立　替　金 0 899,850 △ 899,850

未 収 入 金 0 9,500 △ 9,500

2． 固  定  資  産 26,053,379 24,342,948 1,710,431

(1)  基 本 財 産 0 0 0

(2)  特 定 資 産 12,237,473 10,237,386 2,000,087

事務所維持特定預金 10,237,473 10,237,386 87

70周年記念事業引当預金 2,000,000 0 2,000,000

(3)  その他固定資産 13,815,906 14,105,562 △ 289,656

建　　  　　　物 837,710 1,103,799 △ 266,089

建物附属設備 137,684 161,251 △ 23,567

工具器具備品 2 2 0

土　    　　　地 12,840,510 12,840,510 0

51,009,727 49,547,989 1,461,738

Ⅱ　負  債  の  部

1． 流  動  負 債 12,045,515 12,528,813 △ 483,298

未  払  金 71,000 526,238 △ 455,238

前  受  金 11,886,000 11,928,000 △ 42,000

預  り  金 88,515 74,575 13,940

2． 固 定 負 債 0 0 0

12,045,515 12,528,813 △ 483,298

Ⅲ　正 味 財 産 の 部

1． 指定正味財産 0 0 0

2． 一般正味財産 38,964,212 37,019,176 1,945,036

0 0 0

(12,237,473) (10,237,386) 2,000,087

38,964,212 37,019,176 1,945,036

51,009,727 49,547,989 1,461,738

（貸借対照表に関する注記）

実施事業資産は、次のとおりである。
　その他固定資産

建　　  　　　物 837,710

建物附属設備 137,684

工具器具備品 2

土　    　　　地 12,840,510

合　計　　 13,815,906

　　　　特定資産については注記に記載のため省略。

（うち特定資産への充当額）

正味財産合計

負債及び正味財産合計

附 属 明 細 書

科　　目

資 産 合 計

負 債 合 計

（うち基本財産への充当額）
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正味財産増減計算書 

平成 31 年 4 月 1日から令和 2年 3 月 31 日まで     （単位：円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当年度 前年度 増減

Ⅰ  一般正味財産増減の部

1. 経　常　増　減　の　部

(1) 　経　常　収　益

①  基本財産運用益 0 0 0

②  特定資産運用益 87 78 9

③  受取会費 15,280,000 15,057,000 223,000

④  事業収益 5,885,671 5,937,684 △ 52,013

公益受託事業収益 2,581,000 2,370,640 210,360

広島県医学検査学会事業収益 406,000 367,000 39,000

学術事業収益 190,671 335,044 △ 144,373

生涯教育事業収益 742,000 850,000 △ 108,000

組織運営事業収益 0 0 0

広報事業収益 420,000 400,000 20,000

表彰・祝賀事業収益 1,546,000 1,615,000 △ 69,000

⑤  受取補助金等 1,448,714 1,245,330 203,384

⑥  雑収益 164 10,170 △ 10,006

経　常　収　益　計 22,614,636 22,250,262 364,374

(2) 　経　常　費　用

①  事業費 15,499,070 14,402,224 1,096,846

　給料手当 0 0 0

　福利厚生費 0 0 0

　会議費 3,103,145 2,302,926 800,219

　活動費 839,636 828,000 11,636

　旅費交通費 1,439,260 1,635,660 △ 196,400

　通信費 705,562 409,807 295,755

　消耗品費 1,590,736 846,648 744,088

　印刷製本費 3,218,718 2,766,001 452,717

　諸謝金 3,058,373 3,041,337 17,036

　会場費 730,420 1,175,559 △ 445,139

　支払助成金 0 0 0

　広告費 123,112 262,440 △ 139,328

　保険料 0 30,000 △ 30,000

　消耗什器備品費 0 0 0

　雑費 690,108 1,103,846 △ 413,738

②  管理費 5,170,530 6,786,893 △ 1,616,363

　給料手当 1,604,765 1,127,219 477,546

　福利厚生費 58,741 100,094 △ 41,353

　会議費 50,364 23,132 27,232

　旅費交通費 288,370 391,550 △ 103,180

　通信費 225,030 202,162 22,868

　運搬費 222,279 382,023 △ 159,744

　消耗什器備品費 0 1,812,744 △ 1,812,744

　消耗品費 120,959 44,595 76,364

　印刷製本費 241,362 230,364 10,998

　光熱水料費 80,684 110,526 △ 29,842

　諸謝金 545,000 713,583 △ 168,583

　諸会費 0 0 0

　賃借料 362,392 351,216 11,176

　支払手数料 8,750 12,376 △ 3,626

　事務所維持費 693,080 595,093 97,987

　租税公課 144,100 144,100 0

　減価償却費 289,656 289,656 0

　広告費 77,000 75,600 1,400

　雑費 157,998 180,860 △ 22,862

経　常　費　用　計 20,669,600 21,189,117 △ 519,517

当 期 経 常 増 減 額 1,945,036 1,061,145 883,891

2． 経常外増減の部

(1)  経常外収益 0 0 0

経　常　外　収　益　計 0 0 0

(2)  経常外費用

経　常　外　費　用　計 0 0 0

当期経常外増減額 0 0 0

当期一般正味財産増減額 1,945,036 1,061,145 883,891

一般正味財産期首残高 37,019,176 35,958,031 1,061,145

一般正味財産期末残高 38,964,212 37,019,176

Ⅱ  指定正味財産増減の部

当期指定正味財産増減額 0 0 0

指定正味財産期首残高 0 0 0

指定正味財産期末残高 0 0 0

Ⅲ  正味財産期末残高 38,964,212 37,019,176 1,945,036

科　　　　　目
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正 味 財 産 増 減 計 算 書 内 訳 表 

平成 31 年 4 月 1日から令和 2年 3 月 31 日まで      （単位：円）  

 

 

公益受託
事業

広島県医学
検査学会

事業
学術事業

生涯教育
事業

共通 小計
組織運営

事業
広報事業

表彰・祝賀会
事業

共通 小計

1.経常増減の部

(1)経常収益

① 基本財産運用益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

② 特定資産運用益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 87 0 87

③ 受取会費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 15,280,000 0 15,280,000

④ 事業収益 2,581,000 406,000 190,671 742,000 0 3,919,671 0 420,000 1,546,000 0 1,966,000 0 0 5,885,671

⑤ 受取補助金等 500,000 0 802,814 0 0 1,302,814 0 0 0 0 0 145,900 0 1,448,714

⑥ 雑収益 0 3 0 0 0 3 7 0 0 0 7 154 0 164

経常収益計 3,081,000 406,003 993,485 742,000 0 5,222,488 7 420,000 1,546,000 0 1,966,007 15,426,141 0 22,614,636

(2)経常費用

① 事業費 3,772,121 1,523,485 3,650,493 623,378 0 9,569,477 2,131,806 1,308,264 2,489,523 0 5,929,593 0 0 15,499,070

給料手当 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

福利厚生費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

会議費 15,301 224,060 172,665 30,422 0 442,448 595,532 0 2,065,165 0 2,660,697 0 0 3,103,145

活動費 302,000 122,000 157,636 0 0 581,636 184,000 26,000 48,000 0 258,000 0 0 839,636

旅費交通費 31,000 55,320 626,980 29,120 0 742,420 658,930 37,110 800 0 696,840 0 0 1,439,260

通信費 271,480 92,604 240,911 4,394 0 609,389 88,532 514 7,127 0 96,173 0 0 705,562

消耗品費 948,947 3,850 468,144 59,548 0 1,480,489 93,108 0 17,139 0 110,247 0 0 1,590,736

印刷製本費 24,524 550,000 1,094,114 308,080 0 1,976,718 0 1,242,000 0 0 1,242,000 0 0 3,218,718

諸謝金 1,939,740 61,253 652,258 160,114 0 2,813,365 245,008 0 0 0 245,008 0 0 3,058,373

会場費 30,000 400,956 67,984 31,700 0 530,640 129,780 0 70,000 0 199,780 0 0 730,420

支払助成金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

広告費 110,000 13,112 0 0 0 123,112 0 0 0 0 0 0 0 123,112

保険料 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

消耗什器備品費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

雑費 99,129 330 169,801 0 0 269,260 136,916 2,640 281,292 0 420,848 0 0 690,108

② 管理費 5,170,530 0 5,170,530

給料手当 1,604,765 0 1,604,765

福利厚生費 58,741 0 58,741

会議費 50,364 0 50,364

旅費交通費 288,370 0 288,370

通信費 225,030 0 225,030

運搬費 222,279 0 222,279

消耗什器備品費 0 0 0

消耗品費 120,959 0 120,959

印刷製本費 241,362 0 241,362

光熱水料費 80,684 0 80,684

諸謝金 545,000 0 545,000

諸会費 0 0 0

賃借料 362,392 0 362,392

支払手数料 8,750 0 8,750

事務所維持費 693,080 0 693,080

租税公課 144,100 0 144,100

減価償却費 289,656 0 289,656

広告費 77,000 0 77,000

雑費 157,998 0 157,998

経常費用計 3,772,121 1,523,485 3,650,493 623,378 0 9,569,477 2,131,806 1,308,264 2,489,523 0 5,929,593 5,170,530 0 20,669,600

　当期経常増減額 △ 691,121 △ 1,117,482 △ 2,657,008 118,622 0 △ 4,346,989 △ 2,131,799 △ 888,264 △ 943,523 0 △ 3,963,586 10,255,611 0 1,945,036

2.経常外増減の部

(1)経常外収益

経常外収益計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

(2)経常外費用

経常外費用計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　当期経常外増減額 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　当期一般正味財産増減額 △ 691,121 △ 1,117,482 △ 2,657,008 118,622 0 △ 4,346,989 △ 2,131,799 △ 888,264 △ 943,523 0 △ 3,963,586 10,255,611 0 1,945,036

　一般正味財産期首残高 △ 5,595,814 △ 7,141,610 △ 15,708,509 640,890 0 △ 27,805,043 △ 11,130,368 △ 8,331,063 △ 4,333,342 0 △ 23,794,773 88,618,992 0 37,019,176

　一般正味財産期末残高 △ 6,286,935 △ 8,259,092 △ 18,365,517 759,512 0 △ 32,152,032 △ 13,262,167 △ 9,219,327 △ 5,276,865 0 △ 27,758,359 98,874,603 0 38,964,212

Ⅱ 指定正味財産増減の部

　当期指定正味財産増減額 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　指定正味財産期首残高 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　指定正味財産期末残高 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

Ⅰ 一般正味財産増減の部

実施事業等会計 その他会計

法人会計
内部
取引
消去

合計
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財 務 諸 表 に 対 す る 注 記 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



   

29 

 

財  産  目  録 

令和 2年 3月 31 日現在             (単位：円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

場所・物量等 使用目的等 金　　額

 （流動資産）

現金 本部・経理部手許現金 運転資金として 111,332

預金 普通預金 運転資金として

もみじ銀行広島中央支店（事務局） 運転資金として 118,112

もみじ銀行広島中央支店（経理部） 運転資金として 24,726,342

もみじ銀行広島中央支店（渉外法規部） 運転資金として 562

立替金

 流動資産合計 24,956,348

 （固定資産）

 特定資産 事務所維持特定預金 もみじ銀行広島中央支店 将来の事務所の修繕・移転等に備えたもの 10,237,473

70周年記念事業 もみじ銀行広島中央支店 設立70周年記念事業費用に備えたもの 2,000,000

引当預金

 その他固定資産 建物 広島市中区八丁堀6番10号グレイスビル801号 各事業及び管理業務に使用 837,710

建物附属設備 本部事務所トイレ工事一式 各事業及び管理業務に使用 137,684

工具器具備品 本部事務所パソコン、エアコン 各事業及び管理業務に使用 2

土地 広島市中区八丁堀6番10号 各事業及び管理業務に使用 12,840,510

 固定資産合計 26,053,379

　資産合計 51,009,727

 （流動負債） 未払金 広島県・広島市法人住民税均等割 71,000

前受金 翌年度の会費等 11,886,000

預り金 給与・諸謝金等の源泉所得税等 88,515

 流動負債合計 12,045,515

　負債合計 12,045,515

　正味財産 38,964,212

貸借対照表科目
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収支計算書 

平成 31 年 4 月 1日から令和 2年 3 月 31 日まで      （単位：円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

予 算 額 決算額 増　　減 備　　考

Ⅰ 事業活動収支の部

１． 事業活動収入

(1) 基本財産運用収入 0 0 0

(2) 特定資産運用収入 0 87 △ 87

① 受取利息 0 87 △ 87

(3) 会費収入 14,878,000 15,280,000 △ 402,000

① 正会員会費収入 12,600,000 13,055,000 △ 455,000 （法人会計）@7,000×1,834人

② 県会員会費収入 28,000 35,000 △ 7,000 （法人会計）@7,000×5人

③ 賛助会員会費収入 2,250,000 2,190,000 60,000 （法人会計）@30,000×73社

(4) 事業収入 5,890,000 5,885,671 4,329

① 公益受託事業収入 2,370,000 2,581,000 △ 211,000 （実施事業1）県エイズ相談・日曜検査事業受託収入

② 広島県医学検査学会事業収入 450,000 406,000 44,000 （実施事業2）

③ 学術事業研修会収入 200,000 190,671 9,329 （実施事業3）

④ 生涯教育事業収入 720,000 742,000 △ 22,000 （実施事業4）

⑤ 組織運営事業収入 0 0 0 （その他事業1）組織運営事業

⑥ 広報事業会誌発行収入 500,000 420,000 80,000 （その他事業2）広報事業

⑦ その他事業収入 1,650,000 1,546,000 104,000 （その他事業3）表彰・祝賀会事業

(5) 補助金等収入 1,150,000 1,448,714 △ 298,714

① 県補助金収入 100,000 100,000 0 （実施事業3）医療技術者研修事業等

② 日臨技公益事業助成金収入 500,000 500,000 0 （実施事業1）検査と健康展委託事業

③ 日臨技研修助成金収入 500,000 682,814 △ 182,814 (実施事業3)生涯教育推進事業,ﾍﾞｯﾄﾞｻｲﾄﾞ実践講習会

④ 日臨技その他助成金収入 50,000 145,900 △ 95,900 （法人会計）日臨技事務委託費

⑤ 広島県細胞検査士会助成金収入 0 20,000 △ 20,000 （実施事業3）細胞検査士一次試験対策研修会

(6) 雑収入 11,000 164 10,836

① 受取利息 1,000 164 836

② 雑収入 10,000 0 10,000

事業活動収入計 21,929,000 22,614,636 △ 685,636

２．事業活動支出

(1) 事業費支出 16,004,600 15,499,070 505,530

① 公益受託事業費支出 4,117,000 3,772,121 344,879 （実施事業1）HIV日曜検査、検査と健康展事業他

② 広島県医学検査学会事業費支出 1,702,000 1,523,485 178,515 （実施事業2）

③ 学術事業費支出 3,688,500 3,650,493 38,007 （実施事業3）

④ 生涯教育事業費支出 720,000 623,378 96,622 （実施事業4）

⑤ 組織運営事業費支出 2,296,100 2,131,806 164,294 （その他事業1）地区活動事業

⑥ 渉外事業費支出 0 0 0

⑦ 広報事業費支出 830,000 1,308,264 △ 478,264 （その他事業2）広報事業

⑧ 表彰・祝賀会事業費支出 2,651,000 2,489,523 161,477 （その他事業3）表彰・祝賀会事業

(2) 管理費支出 5,042,000 4,880,874 161,126 （法人会計）

事業活動支出計 21,046,600 20,379,944 666,656

事業活動収支差額 882,400 2,234,692 △ 1,352,292

Ⅱ 投資活動収支の部

１． 投資活動収入

(1) 特定資産取崩収入 0 0 0

① 特定資産取崩収入 0 0 0

投資活動収入計 0 0 0

２． 投資活動支出

(1) 固定資産取得支出 0 0 0

① 固定資産取得支出 0 0 0

(2) 特定資産取得支出 2,000,000 2,000,087 △ 87

① 事務所維持特定預金取得支出 0 87 △ 87 事務所修繕・移転に備えた特定預金への振替

② 記念事業引当資産取得支出 2,000,000 2,000,000 0 設立70周年記念事業費用への引当

投資活動支出計 2,000,000 2,000,087 △ 87

投資活動収支差額 △ 2,000,000 △ 2,000,087 87

Ⅲ 財務活動収支の部

１． 財務活動収入計 0 0 0

２． 財務活動支出 0 0 0

財務活動支出計 0 0 0

財務活動収支差額 0 0 0

Ⅳ 予備費支出 0 － 0

当期収支差額 △ 1,117,600 234,605 △ 1,352,205

前期繰越収支差額 12,676,228 12,676,228 －

次期繰越収支差額 11,558,628 12,910,833 △ 1,352,205

科　　　　　目
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収支計算書（前期比較） 

平成 31 年 4 月 1日から令和 2年 3 月 31 日まで     （単位：円）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前期決算額 決算額 増　　減 備　　考

Ⅰ 事業活動収支の部

１． 事業活動収入

(1) 基本財産運用収入 0 0 0

(2) 特定資産運用収入 78 87 △ 9

① 受取利息 78 87 9 事務所維持特定預金利息

(3) 会費収入 15,057,000 15,280,000 223,000

① 正会員会費収入 12,712,000 13,055,000 343,000 （法人会計）正会員49人純増

② 県会員会費収入 35,000 35,000 0 （法人会計）

③ 賛助会員会費収入 2,310,000 2,190,000 △ 120,000 （法人会計）賛助会員4社純減

(4) 事業収入 5,937,684 5,885,671 △ 52,013

① 公益受託事業収入 2,370,640 2,581,000 210,360 （実施1）県エイズ相談・日曜検査事業受託

② 広島県医学検査学会事業収入 367,000 406,000 39,000 （実施2）

③ 学術事業研修会収入 335,044 190,671 △ 144,373 （実施3）

④ 生涯教育事業収入 850,000 742,000 △ 108,000 （実施4）

⑤ 組織運営事業収入 0 0 0 （その他1）

⑥ 広報事業会誌発行収入 400,000 420,000 20,000 （その他2）

⑦ その他事業収入 1,615,000 1,546,000 △ 69,000 （その他3）

(5) 補助金等収入 1,245,330 1,448,714 203,384

① 県補助金収入 100,000 100,000 0 （実施3）医療技術者研修事業等

② 日臨技公益事業助成金収入 500,000 500,000 0 （実施1）検査と健康展委託事業助成金

③ 日臨技研修助成金収入 556,500 682,814 126,314 (実施3)生涯教育推進事業635千円,ﾍﾞｯﾄﾞｻｲﾄﾞ実践講習会47千円

④ 日臨技その他助成金収入 88,830 145,900 57,070 （法人会計）日臨技事務委託費

⑤ 広島県細胞検査士会助成金収入 0 20,000 20,000 （実施3）細胞検査士一次試験対策研修会共催助成金

(6) 雑収入 10,170 164 △ 10,006

① 受取利息 170 164 △ 6

② 雑収入 10,000 0 △ 10,000

事業活動収入計 22,250,262 22,614,636 364,374

２． 事業活動支出

(1) 事業費支出 14,402,224 15,499,070 1,096,846

① 公益受託事業費支出 3,740,685 3,772,121 31,436 （実施1）県エイズ相談・日曜検査事業受託

② 広島県医学検査学会事業費支出 1,478,040 1,523,485 45,445 （実施2）

③ 学術事業費支出 3,396,966 3,650,493 253,527 （実施3）

④ 生涯教育事業費支出 544,407 623,378 78,971 （実施4）

⑤ 組織運営事業費支出 1,921,429 2,131,806 210,377 （その他1）

⑥ 渉外事業費支出 0 0 0 （その他2）

⑦ 広報事業費支出 1,179,412 1,308,264 128,852 （その他2）

⑧ 表彰・祝賀会事業費支出 2,141,285 2,489,523 348,238 （その他3）

(2) 管理費支出 6,497,237 4,880,874 △ 1,616,363 （法人会計）

事業活動支出計 20,899,461 20,379,944 △ 519,517

事業活動収支差額 1,350,801 2,234,692 883,891

Ⅱ 投資活動収支の部

１． 投資活動収入

(1) 特定資産取崩収入 0 0 0

① 特定資産取崩収入 0 0 0

投資活動収入計 0 0 0

２． 投資活動支出

(1) 固定資産取得支出 0 0 0

① 固定資産取得支出 0 0 0

(2) 特定資産取得支出 1,000,078 2,000,087 1,000,009

① 事務所維持特定預金取得支出 1,000,078 87 △ 999,991 事務所修繕・移転に備えた特定預金への振替

② 70周年記念事業引当資産取得支出 0 2,000,000 2,000,000 設立70周年・法人化30周年記念事業費用への引当

投資活動支出計 1,000,078 2,000,087 1,000,009

投資活動収支差額 △ 1,000,078 △ 2,000,087 △ 1,000,009

Ⅲ 財務活動収支の部

１． 財務活動収入計 0 0 0

２． 財務活動支出 0 0 0

財務活動支出計 0 0 0

財務活動収支差額 0 0 0

Ⅳ 予備費支出 － － －

当期収支差額 350,723 234,605 △ 116,118

前期繰越収支差額 12,325,505 12,676,228 350,723

次期繰越収支差額 12,676,228 12,910,833 234,605

科　　　　　目
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収 支 計 算 書 に 対 す る 注 記 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １　資金の範囲
　資金の範囲には、現金預金、未収入金、立替金、前払金、未払金、前受金、預り金を
含めている。
　なお、前期末及び当期末残高は、下記2に記載するとおりである。
 ２　次期繰越収支差額に含まれる資産及び負債の内訳

科　　　目 前期末残高 当期末残高
現　金　預　金 24,295,691 24,956,348
未　収　入　金 9,500 0
立　　替　　金 899,850 0
前　　払　　金 0 0

25,205,041 24,956,348
未 　 払　　金 526,238 71,000
前 　 受　　金 11,928,000 11,886,000

預　　り　　金 74,575 88,515
12,528,813 12,045,515
12,676,228 12,910,833

合　　　計

合　　　計
次期繰越収支差額
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第３号議案 令和元年度監査報告 
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第４号議案 令和２年度事業方針案 

＜総括＞ 

今年度は役員改選となり、新執行部として以下の活動を行う。 

① 今年度、広島県臨床検査技師会は創立 70 周年を迎え、記念式典や記念講演を行う。また、県学会を記念式

典と同時開催する。 

② 会員資質向上と技師会組織の強化に努める。 

学術団体・職能団体としての事業を推進するため、学術誌「広島臨床検査」を継続発行する。入会促進を図

るとともにウエブサイト等の情報網を利用して組織強化に努める。また、「地域ニューリーダー実践講習会」や、

「初級・職能開発講習会」を開催し地域、施設の中核となる技師の育成を目指す。 

③ 臨床検査技師の社会的認知度を向上させる。 

「検査と健康展」、エイズ・ピンクリボンキャンペーン、県からの委託事業としてエイズ日曜検査などの公益

活動を実施し、県民の医療および公衆衛生の向上に貢献する。また、市民公開講座の開催などを通じて社会的

認知度を向上させる。 

④ 精度管理、標準化、検査データの共有化事業を推進する。 

行政および関連団体との連携強化を図り、精度管理や標準化事業を推進し、病院検査室や地域医療に貢献す

る。 

⑤ 災害などの対応強化を図る 

自然災害や感染症などが発生した場合の対応マニュアルを作成する。 

⑥ 臨床検査技師養成教育の変更に対応する。 

臨床検査技師養成や教育研修制度等の変更に伴う研修会等の開催を行う。 

 

＜事務局＞ 

１）事務局体制の維持と管理 

・事務局運営規定に則り業務を遂行する。 

・日臨技総合情報システム（JAMTIS）を利用し会員情報の維持・管理を行う。 

・新着情報、その他各種情報の即時発信に努める。 

２）技師会活動の連携体制を維持 

・各部間の円滑な運営に協力するとともに、日臨技と連携を図り共同事業の円滑な開催を支援する。 

３）常務理事会および理事会の開催 

・常務理事会を 12 回（原則的に毎月第１木曜日）、理事会を 5回以上開催する。 

４）定期総会の開催 

・定款の規定に基づき、総会を年 1 回開催する。 

５）新春祝賀会の開催 

・会員・賛助会員と役員の親睦や情報交換を目的として開催する。 

６）情報システムの管理 

・オンラインストレージ Nextcloud を使用してデータ管理の更なる強化を目指す。 

・OA 機器の円滑な運用の推進、ソフトウェアの統括的な管理を行う。 

・ウエブサイトサイト、メールマガジンを利用して会員へ円滑な情報提供を行う。 

・ウエブサイトの安定的な運用のための教育、人材育成に努める。 
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７） 広島県臨床検査技師会創立 70 周年・法人化 30 周年記念式典を開催する。 

８）グレイスビルの老朽化に伴う、今後の事務所の維持問題を検討する。 

 

＜学術部＞ 

１）日本臨床検査技師会学術組織設置要網に準じて 9部門体勢で活動を行うこととする。 

生物化学分析部門、臨床一般部門、臨床血液部門、臨床微生物部門、輸血細胞治療部門、 

病理細胞部門、染色体・遺伝子部門、臨床生理部門、臨床検査総合部門 

２）学術部門の活動 

・臨床に役立ち、良質な検査室づくりに寄与できる臨床検査技師育成を支援する。 

 ・会員の生涯教育を目的に研修会、講習会を開催する。 

・各種認定および資格の取得へ向けて情報提供と支援を行う。 

・日臨技が開催する学会、研修会を支援する。 

・各部門における学術研究、疫学調査の推進および支援をおこなう。 

３）生涯教育講座の開催 

・生涯教育委員会を中心に広島地区および東部地区で生涯教育講座を開催する。 

４）医学検査学会の開催 

・第 38 広島県医学検査学会の開催を支援する。 

５）精度管理事業 

・広島県医師会共催の精度管理事業は精度管理委員会を中心に実施・分析評価を行い、行政及び関 

連団体と連携強化も推進する。 

・標準化委員会を中心に臨床検査データ標準化事業を推進し、検査データの共有化を図り、地域医 

療に貢献する。 

６）会員の業績向上への支援 

・学術団体としての事業を推進、学術誌「広島臨床検査」継続的発刊に伴う査読や学会発表・論文 

投稿などを含め会員の業績を積極的に支援し、医療人としての人材育成に努める。 

 ・学術誌編集委員会を中心に学術誌「広島臨床検査」を広報部と連携し発刊する。 

 

＜経理部＞ 

１） 公認会計士の指導のもと、一般社団法人に適用される会計基準に対応出来る経理事務処理体制をよ 

り充実させることに努める。 

２）技師会各部局、各地区の運営及び学会・研修会等の活動が円滑に行えるよう、財政面から支援す 

る。 

・令和 2 年度の収支予算書（案）を別紙に示した。 

・各部門・各地区の活動費は、前年度の予算額と申請額を基礎に予算案を策定した。 

３）令和 2年度に開催する設立 70 周年・法人化 30 周年記念事業に備え、準備金確保に努める。 

４）令和 2年度も継続して会計事務の簡素化を行う。 
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＜渉外・法規部＞ 

１）公益事業の開催 

・エイズキャンペーン、ピンクリボンキャンペーン、がん検診へ行こうよ、県民フォーラムなど公共団体が

実施する保健事業に協力し、県民の健康・福祉の増進を目的とした講演会開催など公共事業の拡大と推 

進を図る。また会員ボランティアの組織づくりを行う。 

２）全国「検査と健康展」の開催 

 ・日臨技が国民の健康づくりの意識の高揚を図ることを目的に全国で展開する「検査と健康展」を 

実施する。 

３）各種表彰推薦 

・会員及び各理事の協力を得て、対象者の表彰に対応する。 

４）無料職業紹介事業 

・広臨技ウエブサイトを利用し、より多くの臨床検査技師に職業紹介を行う。 

５）広島県エイズ日曜検査事業及び相談事業（広島県からの委託事業） 

・日曜検査事業は、HIV 検査をより多くの県民が受けやすい環境を作るため、無料匿名による検査を 

毎月第３日曜日（６と１２月は第１、３日曜日）に県立広島病院にて実施する。 

・日曜相談事業は、正しい知識の普及、県民の不安の解消、患者・感染者に対する偏見の除去および日曜検

査の予約を実施する。 

６）その他渉外、法規、厚生に関すること 

・臨床検査技師の地位向上と、業務拡大などを目指して法改正運動などを後押しするために、連盟 

加入の促進を努力する。また、一般市民に対して臨床検査技師の紹介を実施する。 

 

＜組織調査部＞ 

１）地区活動 

 ・会員相互の親睦のためのイベントを開催する。 

 ・各地区において、生涯教育研修の計画、地域保健事業などの活動へ参画し、実施する。 

２）組織力の強化 

・技師会への入会促進や新入会員オリエンテーションを開催し、技師会への意識向上を図る。 

・県学会で「会員のための情報交換会」を開催し、広臨技からの情報提供を行う。 

・卒後 3～5 年の会員を対象に「初級・職能開発講習会」を開催し、技師会への意識向上と人材育 

成を図る。 

 ・経験年数 15 年から 20 年の臨床検査技師を対象に「広島県ニューリーダー育成研修会：第 3回」を開催し、

人材育成を図る。 

３）会員への支援活動 

 ・会員専用の情報配信ツール（メーリングリスト、メールマガジンなど）での支援を行う。 
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＜広報部＞ 

１）速報の発行（継続事業） 

・昨年度同様、速報 PDF 版を毎月 1 回発行し、広臨技ウエブサイトからダウンロードできるようにする。 

・公益事業をはじめとする事業活動報告や研修会の案内、理事会報告などの技師会活動や医療、検 

査に関する情報をタイムリーに提供できるように努める。 

２）学術誌「広島臨床検査」の発行（継続事業） 

・学術誌「広島臨床検査」の広告募集をサポートし、学術誌「広島臨床検査 Vol.9」を当会会誌として年 1

回発行する。 

３）会報の発行（継続事業） 

・年間の技師会活動をとりまとめることを主体に当会活動記録 Vol.49 No2 として、また「第 38 回 

広島県医学検査学会抄録集」vol.50 No.1 として、年 2回発行する。 

４）広臨技ウエブサイトと情報発信（継続事業） 

・事務局、ウエブサイト委員会、情報システム委員会と協力し、広臨技ウエブサイトの機能を利用し、会員

向け情報を充実させ、継続して発信していく。 
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第５号議案 令和２年度予算案 

収支予算書（案） 

令和 2年 4月 1日から令和 3年 3月 31 日まで          （単位：円） 

 

予 算 額 前年度予算額 増　　減 備　　考

Ⅰ  事業活動収支の部

１． 事業活動収入

(1) 基本財産運用収入 0 0 0

(2) 会費収入 15,175,000 14,878,000 297,000

① 正会員会費収入 12,950,000 12,600,000 350,000 7,000円×1,850人

② 県会員会費収入 35,000 28,000 7,000 7,000円× 5人

③ 賛助会員会費収入 2,190,000 2,250,000 △ 60,000 30,000円×73社

(3) 事業収入 6,180,000 5,890,000 290,000

① 公益受託事業収入 2,560,000 2,370,000 190,000 HIV日曜検査

② 広島県医学検査学会事業収入 450,000 450,000 0 展示・広告収入

③ 学術事業収入 200,000 200,000 0 実技演習会・研修会テキスト代

④ 生涯教育事業収入 720,000 720,000 0 受講費2,000円×360名（予定）

⑤ 組織調査事業収入 100,000 0 100,000 初級職能・ニューリーダー研修会参加費

⑥ 広報事業収入 500,000 500,000 0 広告料 会報250,000円･学術誌250,000円

⑦ 表彰・祝賀会事業収入 1,650,000 1,650,000 0 新春祝賀会会費　10,000円×150名　・表彰祝賀会費150,000円

(4) 補助金等収入 1,200,000 1,150,000 50,000

① 県助成金収入（学術事業） 100,000 100,000 0 医療技術者研修事業等補助金

② 日臨技公益委託事業受託収入 500,000 500,000 0 検査と健康展　500,000円

③ 日臨技助成金収入 600,000 550,000 50,000 議決権委託100,000円、推進事業研修会500,000円

(5) 雑収入 10,500 11,000 △ 500

① 受取利息 500 1,000 △ 500

② 雑収入 10,000 10,000 0 文献権利承諾使用料

事業活動収入計 22,565,500 21,929,000 636,500

２． 事業活動支出

(1) 事業費支出 21,450,000 16,004,600 5,445,400

① 公益受託事業費支出 4,390,000 4,117,000 273,000 ﾚｯﾄﾞﾘﾎﾞﾝ、ﾋﾟﾝｸﾘﾎﾞﾝ、HIV日曜検査、 検査と健康展、県民ﾌｫｰﾗﾑ

② 広島県医学検査学会事業費支出 2,202,000 1,702,000 500,000

③ 学術事業費支出 3,890,000 3,688,500 201,500 学術誌発行費850,000円、日臨技システム使用料100,000円 他

④ 生涯教育事業費支出 735,000 720,000 15,000

⑤ 組織運営事業費支出 2,109,000 2,296,100 △ 187,100 組織調査部・地区活動費 他

⑦ 教育研修事業費支出 0 0 0

⑧ 広報事業費支出 1,481,000 830,000 651,000 会報印刷　1,300,000円

⑨ 表彰・祝賀会事業費支出 6,643,000 2,651,000 3,992,000 新春祝賀会、表彰祝賀会、設立70周年、法人化30周年記念事業

(2) 管理費支出　　　　　　　　　　　　　　 4,730,000 5,042,000 △ 312,000

事業活動支出計 26,180,000 21,046,600 5,133,400

事業活動収支差額 △ 3,614,500 882,400 △ 4,496,900

Ⅱ  投資活動収支の部

１． 投資活動収入 0 0 0

(1) 特定資産取崩収入 2,000,000 0 2,000,000

①
設立70周年・法人化30周年
記念事業引当資産取崩収入

2,000,000 0 2,000,000

投資活動収入計 2,000,000 0 2,000,000

２． 投資活動支出

(1) 固定資産取得支出 0 0 0

① 什器備品購入支出 0 0 0

(2) 特定資産取得支出 0 2,000,000 △ 2,000,000

① 事務所維持特定預金取得支出 0 0 0

②
設立70周年・法人化30周年
記念事業引当資産取得支出

0 2,000,000 △ 2,000,000

投資活動支出計 0 2,000,000 △ 2,000,000

投資活動収支差額 2,000,000 △ 2,000,000 4,000,000

Ⅲ  財務活動収支の部

１． 財務活動収入計 0 0 0

２． 財務活動支出 0 0 0

財務活動支出計 0 0 0

財務活動収支差額 0 0 0

Ⅳ  予備費支出 0

当期収支差額 △ 1,614,500 △ 1,117,600 △ 496,900

前期繰越収支差額 12,910,833 12,676,228 234,605

次期繰越収支差額 11,296,333 11,558,628 △ 262,295

科　　　　　目
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地区活動
組織調査

東部.北部.呉.
東広島.広島地区

1.経常増減の部

(1)経常収益

① 基本財産運用益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

② 受取会費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 15,175,000 0 15,175,000
正会員・県会員・賛助会員

③ 事業収益 2,560,000 450,000 200,000 720,000 0 3,930,000 100,000 500,000 1,650,000 0 2,250,000 0 0 6,180,000

HIV日曜検査 受講予定 360名 会報･学術誌広告 参加会費

④ 受取補助金等 500,000 0 600,000 0 0 1,100,000 0 0 0 0 0 100,000 0 1,200,000

検査と健康展50万 日臨技総会委任状回収手数料

⑤ 雑収益 0 0 10,000 0 0 10,000 0 0 0 0 0 500 0 10,500

利息

⑥ 他会計からの繰入額 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

経常収益計 3,060,000 450,000 810,000 720,000 0 5,040,000 100,000 500,000 1,650,000 0 2,250,000 15,275,500 0 22,565,500

(2)経常費用

① 事業費・管理費 4,390,000 2,202,000 3,890,000 735,000 0 11,217,000 2,109,000 1,481,000 6,643,000 0 10,233,000 5,020,000 0 26,470,000

給料手当 1,900,000 0 0 0 0 1,900,000 0 0 0 0 0 1,500,000 0 3,400,000

通勤手当含

福利厚生費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 30,000 0 30,000

会議費 35,000 150,000 210,000 30,000 0 425,000 530,000 20,000 2,000,000 0 2,550,000 20,000 0 2,995,000

活動費 390,000 0 200,000 0 0 590,000 210,000 40,000 0 0 250,000 0 0 840,000

旅費交通費 60,000 100,000 850,000 60,000 0 1,070,000 445,000 120,000 15,000 0 580,000 200,000 0 1,850,000

通信費 300,000 2,000 50,000 5,000 0 357,000 70,000 1,000 3,000 0 74,000 200,000 0 631,000

電話.切手代

運搬費 0 0 170,000 0 0 170,000 0 0 0 0 0 400,000 0 570,000

ﾔﾏﾄ便

消耗什器備品費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

消耗品費 760,000 0 450,000 20,000 0 1,230,000 95,000 0 25,000 0 120,000 150,000 0 1,500,000

文房具品

印刷製本費 55,000 600,000 1,050,000 330,000 0 2,035,000 25,000 1,300,000 0 0 1,325,000 220,000 0 3,580,000

抄録集

光熱水料費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100,000 0 100,000

諸謝金 20,000 200,000 550,000 240,000 0 1,010,000 240,000 0 0 0 240,000 700,000 0 1,950,000
会計士・司法書士顧問料

諸会費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 10,000 0 10,000

県民フォーラム

会場費 100,000 1,000,000 200,000 50,000 0 1,350,000 360,000 0 200,000 0 560,000 0 0 1,910,000

表彰

支払助成金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

受託事業費 100,000 0 0 0 0 100,000 0 0 0 0 0 0 0 100,000

国際交流事業費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

広告費 110,000 0 0 0 0 110,000 0 0 0 0 0 80,000 0 190,000
FMチューピー年賀企画協賛

料

組織活動費 0 0 0 0 0 0 0 0 4,000,000 0 4,000,000 50,000 0 4,050,000

情報ｼｽﾃﾑ/webｻｲﾄ委員会活動費

賃借料 300,000 0 0 0 0 300,000 0 0 0 0 0 340,000 0 640,000
電話器・複合機のリース料

支払手数料 0 0 100,000 0 0 100,000 0 0 0 0 0 20,000 0 120,000

振込手数料

調査費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

事務所維持費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 390,000 0 390,000
ｸﾞﾚｲｽﾋﾞﾙ年間管理費23万/webｻｲﾄ維持費16万


租税公課 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 170,000 0 170,000

減価償却費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 290,000 0 290,000

雑費 260,000 150,000 60,000 0 0 470,000 134,000 0 400,000 0 534,000 150,000 0 1,154,000

記念品･景品


② 他会計への繰出額 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

経常費用計 4,390,000 2,202,000 3,890,000 735,000 0 11,217,000 2,109,000 1,481,000 6,643,000 0 10,233,000 5,020,000 0 26,470,000

当期経常増減額 △ 1,330,000 △ 1,752,000 △ 3,080,000 △ 15,000 0 △ 6,177,000 △ 2,009,000 △ 981,000 △ 4,993,000 0 △ 7,983,000 10,255,500 0 △ 3,904,500

2.経常外増減の部

(1)経常外収益

経常外収益計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

(2)経常外費用

経常外費用計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

当期経常外増減額 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

△ 1,330,000 △ 1,752,000 △ 3,080,000 △ 15,000 0 △ 6,177,000 △ 2,009,000 △ 981,000 △ 4,993,000 0 △ 7,983,000 10,255,500 0 △ 3,904,500当期一般正味財産増減額 

合計
公益受託事業

広島県医学
検査学会

事業
学術事業

生涯教育
事業

共通 小計 広報事業
表彰

祝賀会事業
共通

内部
取引
控除

実施事業等会計（公益事業） その他会計
法人会計

（管理費）小計

収支予算書（案） 

令和 2年 4月 1日から令和 3年 3月 31 日まで          （単位：円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



   

40 

 

第６号議案 令和２・３年度役員選任について 

一般社団法人 広島県臨床検査技師会 

役員推薦委員会委員長 矢野 蕉風 

（公印略） 

 

 

 

 

 

氏名 施設名 氏名 施設名

有谿　俊一 済生会呉病院 竹野  由美子 広島市立広島市民病院

粟村　尚史 県立広島病院 永金　理恵 JA尾道総合病院　

大塚　崇通 吉島病院 中島　静 広島市立安佐市民病院

小川　和子 県立広島病院 楾　清美　 山陽女子短期大学　

尾田　三世 広島大学病院 藤井　珠美 広島市医師会臨床検査センター

梶川　裕子 マツダ病院 箕岡　博 市立三次中央病院

樫山　誠也 広島大学病院 宮地　範光　　　　　　（興生総合病院）興生総合病院

桑田　久子 府中市民病院 森田　益子 広島市立安佐市民病院

小松　浩基 JA広島総合病院 吉井　恵子 中電病院

小松　忠司 井野口病院 米田　登志男 広島赤十字・原爆病院

坂田　菜穂美 広島市立広島市民病院 和田　健一 広島赤十字・原爆病院

柴田　淳 呉共済病院

<監事候補>

氏名 施設名 氏名 施設名

枡本　健 広島市医師会臨床検査センター 水野　誠士 JA広島総合病院
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